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学校運営協議会会長東 海林孝吉

教員の力によって教育改革は教室の前のを下て止まリも
するし、教室の中て子供達の費かな人間性を育みもするど
言われます.一方、教員の仕事第増え続け残業時間や持ち
帰り仕事の多さ、神 疾第を発症したり離職したリする人
の増加等から教員の働き方改革が第務ど報じられていま
す第また職場環境や動務実第の不安から教員志願者数が
年々 減少の傾向にあり、担任や講第が不足し配置されなか
ったリする例も題となっています,

このような中にあって学校運営協議会ては、毎年夏休み
の後半に井岐小の良さや題、学校や家庭・地域に期待す
ること等のテ- マを決めて、先生方のはば全員の参加を得
て想談会を開催してきました.先生や保護者、地域の声を
事直に出し合い縦ど横の糸を防ぎ、市を織るような気持ち
て第談会を継続し1います,

今年のテーマは、「子供とのコミュニケーションの取リ
方、保第者とのコミュニケーシ, ンの取リ方、学校てのコ
ミュニケ- ションの取り方」てした. PTの役員きんや近
保育・や幼稚置の第長さんにも加わっていただきました.
たいへん和やかに且っ内容のある充実した第談会どなリま
した.トつのグル-プての話し合いの要旨を次の頁にまヒめ
てあリますのて是非お読みください
また今年は、第会に先けて先生方に「やリがいや生
きがい、経験したま題や悩み、今教員に求められていらこ
ヒ」等についてのア 査をお願いし答いただき
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校長田 中裕次

学校運営協議会の習様と保護地 域の様、そして教
職員てを談会を関くことがてきました.第をの疎凱考え
方や価価観を共有するには、やはり目と目を合わせながら
話し合うこどがま要てす,大変責第な時間となリました.

馬謝申し上げます,

先日、井荻小の希望された親子33 名て米どこみ新県
小十谷市へ種刈リ体験に行きました.豸深い日本海なの
て源を勝手に望んていましたが、東京よりも暑い35 ℃  .汗
をかきなら黙々 ヒ稲刈りに取リ組みました、はんの数十
分てすものすごい労働てす。手作業ては田んぼの四調し
か刈るこどてきませんてした■今は、機機化が進んてい
ます、蓄ながらの作業に人々のつなりや第かな実りへ
の馬謝の罇いをじることがてきました, :の企をは新当
県中越地霳て被災された年の翌年から続いて信年目の事
業てす.コロナて3回中止になっていますのて一0回目に
私も参加するこどがてきました,水田のない杉区にあっ
てり を体験すること、カエルやバッタ、トンポを追い
かけること.新米て食べたカレーライスの味は一生心に残
っているこどてしよう. 6月のホタル観寳会や野第観竄会
など井小の子供たちは地域の青様にたくさん支えられて
います. 地域の方々 の井荻っ子たちへの思い、学校の中を
液れる川へのい、第かな自然環境・・・様。な受件が重なリ
合ってキ荻小の教育活動小あリます.開校よリ地域の学校
とし1学校.家. 地域が三者一体となり鍵やかな井荻っ
子の育成に努めています.学校運営に対しご助吉、ご支
を学様望協議会の様を中心にたくきんいただ、ておリ
ます..学校運協議会はどなたても第観てきます.荻 小


